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チョウ類の飼育を通じたビジネスで森林を保全（カンボジア）  

 カンボジアでは森林減少が急速に進んでいます。����年か
ら����年にかけて国土の森林率が��％から��％程度まで低下
しています。かつては豊かな森林が水源地として人々の主食と
なるコメの生産や淡水魚の生育を支えてきましたが、森林の急
速な減少は人々の生活に深刻な影響を及ぼしています。森林減
少の主要な原因の一つは地域住民の貧困で、森林地域に生活す
る人々は収入を得るために森林の伐採や農地転換を繰り返して
きました。こうした状況を改善するためには森林を保全するた
めのインセンティブを高めることが重要です。 

 森林地域で生活する人々にとってチョウ類は身近なもので
す。そのチョウ類の飼育と適正なルートによる販売を通じて住
民の生計向上に寄与するとともに良好なチョウ類の生育環境と
しての森林を守る取り組みが地域支援のプログラムとして注目
されています。 

 チョウ類の飼育販売の代表的なものは標本用の蝶の取引で
す。しかし、近年、各種規制や生き物に対する価値観の変化か
らその規模は縮小しています。最近では蝶園や動物園などにお
いて生体展示されるチョウ類の取引が主流となっており、����
年代に欧州で蝶園が普及し始めたのに伴い新たに誕生したビジネス形態です。この生体展示用のチョウ類の取引は
熱帯や亜熱帯で養殖したチョウ類を蛹（さなぎ）の状態で生きたまま出荷し、欧米の蝶園などの消費地へ供給する
形で行われます。����年以降インターネットの普及や小規模空輸の利便性が高まるにつれてチョウの国際的な取引
量は大幅に増えています。（ˠこの取引は違法なものではなく適法な取引に基づくものです。） 

 -,)352ではカンボジアでチョウ類飼育ビジネスにより住民の生計向上支援に取り組んでいる1*2と協力して森
林保全に繋がる新たなビジネスモデルの可能性を調査しました。その結果、参加農家の技術がなかなか安定しな
い、生き物を扱うためその飼育管理に長時間拘束されることから参加農家のモチベーションの維持が難しいなどの
課題はありましたが、チョウ類飼育ビジネスによる収入を通じて地域の森林保全に繋がるコミュニティビジネスの
可能性としては大きな手ごたえを感じたところです。同時に、チョウの乱獲を防ぎ、森林の生物多様性を高める取
組みも必要です。今後、日本のチョウ類飼育の技術や普及方法、森林保全の重要性を啓発する環境教育などを取り
入れることにより、より実現性の高い取り組みとしてとりまとめる予定です。 

対象種（チョウ）の採集 

中央カルダモン山地国立公園 

チョウ類の飼育に関する研修 

森林内に生息するチョウ 
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-,)352へのご支援へのお礼 

 -,)352では皆様からご支援をいただき様々な活動
を行っています。その「支援」として以下の三通り
があります。  

 ����年度の皆様からのご寄付は、��月��日現在、
以下のとおりとなっています。皆様からのご支援に
対し、篤くお礼申し上げます。 

 

「賛助会費」：約 ��万円 

「一般寄付」：約 �万円 

「熱帯林造成寄付」：約 ���万円 

 

種別 支援対象 回数 金額 

賛助会費 -,)352活動全般 継続 定額 

一般寄付 -,)352活動全般 一回から／継続 任意 

熱帯林造成寄付 熱帯林造成活動 一回から／継続 任意 

皆様の思いに応える活動を 

こ れ ま で 本QHZVOHWWHUで ご 紹 介 し て き た よ う に

-,)352では主に東南アジアを中心とした森林造成、森

林保全に関する活動を行っており、特に皆様からご寄

付をいただいて熱帯林を造成する活動は重要なものと

位 置 付 け て い ま す。ご 寄 付 を 受 け る に あ た っ て、

-,)352の窓口として様々な方とやりとりをしていて感

じるのが、自然破壊や地球温暖化に対する皆さんの真

摯な気持ちです。「現地での活動はできませんが少し

でも役立ててください」「気持ちばかりの金額ですが

よろしくお願いします」等々。また、企業の皆様の取

り組みも&65活動だけでなく、6'*ｓや(6*投資など

を意識するようになってきていると感じています。

-,)352としても皆様からいただ

いたご寄付で実施している活動

成果をなるべく分かりやすく表

現できるように工夫を行い、更

に、熱帯林造成活動を推進して

いきたいと考えています。 

コーヒー発祥の森を守るために（-,&$プロジェクトの紹介） 

 エチオピアはコーヒー発祥の地と言われ、アラビカコーヒーがこのエチオピア南西部から他の国に伝わったこ

とが確認されています。南西部の高地には、豊かな森林が残され、コーヒーの木が自生しています。この森に暮

らす人々は、伝統的な利用権に基づいて最低限の管理をし、コーヒーの木から実を収穫し、自分で飲むほか、地

元の市場で販売して現金収入を得てきました。 

 これまで-,&$（国際協力機構）の技術協力プロジェクトでは、このすばらしい営みが受け継がれるよう、コー

ヒー豆の品質向上や、国際認証の取得による付加価値化を支援してきました。しかし、近年のエチオピアの発展

に伴い、森林コーヒーを取り巻く環境も変化し、地域の農民もより金銭的な豊かさを求めるなか、森林の荒廃が

進んでいます。プロジェクトでは、各集落にワブブと呼ばれる組織（森林管理グループ）を設立して、住民参加

の森林管理の推進に加えて、コーヒー農家の収入向上を目的とした

「森林コーヒー認証プログラム」を実施してきました。 

 -,)352は����年から「エチオピア国 5(''�及び付加価値型森

林コーヒー生産・販売を通じた持続的な森林管理支援プロジェク

ト」に㈱国際耕種と一緒に参加し、活動を行ってきました。今年の�

月以降、新型コロナ感染症のために現地に入ることができずリモー

トでの活動を余儀なくされましたが����年��月をもって当初予定し

ていた現地での活動を無事終了しました。（この文章は、プロジェ

クトが実施した日本国内研修(6&$-�の冊子を参考にしています） 

ミャンマーでの植林 


